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。
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次
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
日
交
付
窓
口
に
つ
い
て

೔
　࣌

３
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
〜

正
午

ަ
෇
৔
所　
市
民
課

࣋
෺　

▽
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
）

໰
߹　
市
民
課
（
市
役
所
1
階
�
番
窓

口
）

　
令
和
２
年
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
国
が
実
施
す
る

予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利

用
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
、
マ
イ
キ
ー
*%
の
設
定

が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
キ
ー
*%
は
、
本
人
の
申
請
で

付
与
さ
れ
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
利
用
し
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
や
一

部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
設
定
可

能
で
す
が
、
操
作
に
不
慣
れ
な
人
で

も
設
定
で
き
る
よ
う
、
次
の
通
り
設

定
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

৔
所　

市
役
所
1
階　

案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
横

ظ
　ؒ
3
月
31
日
㈫
ま
で

ඞ
ཁ
ͳ
΋
の　
▽
本
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド　

▽
カ
ー
ド
取
得
時
に

設
定
し
た
�
桁
の
暗
証
番
号

໰
߹　
政
策
推
進
課（
市
役
所
�
階
）
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１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で
昨

年
中
に
次
に
該
当
す
る
人

・
雑
損
や
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る

・
自
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を

営
ん
で
い
る

・
未
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
が

あ
っ
た

・
退
職
、
転
職
し
た

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
る
、
ま

た
は
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
た

・
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
一
定
の
所

得
が
あ
っ
た

・
そ
の
他
の
所
得
が
あ
っ
た

　
な
お
、
収
入
が
な
か
っ
た
人
で
も
、

非
課
税
通
知
書
が
必
要
な
人
は
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
税
務

署
へ
確
定
申
告
さ
れ
る
人
は
市
・
府

民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

˜
ެ
త
೥
ۚ
ͳ
Ͳ
Λ
ड
څ
͠
ͯ
͍
Δ

ਓ
　

年
金
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
な
ど
の
年
金
資
料
に
て
課

税
し
ま
す
が
、
配
偶
者
控
除
や
国
民

健
康
保
険
料
な
ど
の
控
除
内
容
に
変

更
の
あ
る
人
は
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
を
有
す
る
人
で
、
公
的
年
金
の

収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
、
か

つ
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
に
該
当
す
る
場
合
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不

要
で
す
。

　

前
述
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費
控
除

や
寄
附
金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
泉
大
津
税
務
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い（
☎
33
・
５
６
０
１
）。

　

所
得
税
の
申
告
が
不
要
の
場
合
で

も
、
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
控
除
（
医
療
費

控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）
に
つ

い
て
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
・
府
民
税
の
所
得

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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平
成
30
年
度
市
・
府
民
税
の
申
告

か
ら
、
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
保

険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費
通

知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を

省
略
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
明
細
書
の
記
入
内
容
の

確
認
の
た
め
、
市
・
府
民
税
申
告
期

限
か
ら
５
年
間
、
市
役
所
か
ら
領
収

書
の
提
示
ま
た
は
提
出
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠂ
ड
෇
೔
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２
月
1�
日
㈪
〜
３

月
16
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
正
午　
午
後
１
時
〜

５
時

ਃ
ࠂ
৔
所　
市
役
所
１
階
１
０
１
会

議
室

໰
߹　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所
１

階
５
番
窓
口
）

　

使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
は
使
え
ず
、
払
い
戻

し
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
間
内
に

残
さ
ず
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
は
、
2
月
28
日
㈮
ま
で
と
な
り

ま
す
（
販
売
場
所
は
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

�
階
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
局

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
））。
購

入
引
換
券
を
お
持
ち
の
人
で
、
ま
だ

購
入
し
て
い
な
い
人
は
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

໰
߹　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

（
市
役
所
�
階　
地
域
経
済
課
内
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
利
用
は
マ
イ

キ
ー
*%
の
設
定
が
必
要
で
す

個
人
の
市
・
府
民
税
の

申
告
受
付
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

使
用
は
�
月
��
日
㈰
ま
で
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織編館
おり   あΉ   かん

ὸ�1ŋ����ɹ'"9��1ŋ����ɹ˞ਫ༵ؗٳ
։ؗɿޕલ 10࣌ʙޙޕ �࣌ 	 ೖؗޙޕ �࣌ �0෼まで 


˗৫ฤؗΪϟϥϦʔاըలʮੲのಓ۩లʯ
～ʗؒظ 2 ݄ 1� 日 　
಺༰ʗੲのջかしい道۩のలࣔを行います。

˗Ϟϑ૲ཤఆ࠲ߨظ
೔ఔʗʲ初ڃฤʳ3 ݄ 10 日 、28 日​
　　     ̡ 上ڃฤʳ3 ݄ 19 日 
࣌ؒʗޕ後１時～ 3 時 30 ෼　৔ॴʗテクスϐア大ࡕ　
ఆһʗ初ڃฤ 15 人・上ڃฤ５人　डߨྉʗ 500 ԁ
ʗࠐʗϞϑ૲ཤアンόサダー　ਃࢣߨ 2 ݄ 13 日 からి࿩

˗ख৫ମݧʮγϧΫϚϑϥʔʯ
೔࣌ʗ 2 ݄ 23 日‌、2� 日‌、2� 日 、28 日 　ޕ前 10
時～ޕ後 3 時　৔ॴʗ体験学शࣨ　ఆһʗ֤ճઌண � 人　
डߨྉଞʗ100 ԁ、ࡐྉඅ 1
200 ԁʗN　ࢣߨʗ織ฤؗ手織
りの会　ਃࠐʗ 2 ݄ � 日 ޕ前 10 時からి࿩

஑上曽ࠜ໻生学शؗと織ฤؗの催しҊ಺です。
هઃ৘ใはԼࢪ֤ 23 ίードからごཡください。

池上曽根弥生学習館
ὸ�0ɾ1��1ɹ'"9��0ɾ1���ɹ˞݄༵ؗٳ
։ؗɿޕલ10࣌ʙ࣌�ޙޕ 	ମݧは࣌�ޙޕまで


˗Ψϥεͮ͘ۄΓʢຖ݄࣮ࢪʣ
　όーφーでΨラス๮を༹かし、మਊにרきつ͚てΨラスۄを
作ります。
೔࣌ʗ 3 ݄ 1 日 　ޕ前 10 時～、ޕ後１時～　ఆһʗ֤ճ
ઌண � 人　ࢀՃඅʗ 30H まで 500 ԁ、30H ௒は一཯ 600 ԁ
ʗࠐਃ　ࢯ໺๜າ子ࠤʗࢣߨ 2 ݄ 23 日ޕ‌前 10 時からి࿩

˗఻౷࢜ܳ޻ʹΑΔࡖのแஸ࠲ߨ
　伝統࢜ܳ޻による講演後、包ஸの౐͗ํ教ࣨを行います。
೔࣌ʗ 2 ݄ 22 日​　ޕ後 1 時 30 ෼～　ఆһʗઌண 20 人　
Ճඅʗࢀ 500 ԁ　ࢣߨʗ৿ຊޫ一ࢯ　ਃࠐʗ 2 ݄ 8 日ޕ​前
10 時からి࿩

˗Χʔυ৫ΓͰΩʔϗϧμʔΛͭ͘Ζ͏
　݀をあ͚たカードを使った織෺を体験します。カードをճస
さͤることで、キーϗルダーが織りあがります。
೔࣌ʗ 3 ݄ 15 日 　ޕ前 10 時～、ޕ後 1 時 30 ෼～　　
ఆһʗ֤ճઌண 20 人　ࢀՃඅʗ 500 ԁ　ࢣߨʗ織ฤؗ手織り
の会　ਃࠐʗ 3 ݄ 1 日 ޕ前 10 時からి࿩

ɹ2　��ؗٳ� ݄ 3 日 、10 日 、12 日 、1� 日 、25 日  ɹؗٳɹ　2 ݄ 5 日 、12 日 、19 日 、26 日 

ໟ෍のԑ（΁り）で
つくるϞϑ૲ཤ

ʗੲのջかしい道۩のలࣔを行います。

と

大阪湾と泉大津（5）
古墳時代の人々と漁②

　弥生時代から盛んに行われていたイイダコ壺漁は、古
墳時代中期（今から約 1500 年前）に激減し、古墳時代
後期（約 1400 年前）になると再び盛んになり、使用す
るイイダコ壺の形と材質が変化します。弥生時代はコッ
プ形で素焼きであったものが、釣鐘のような形になり、
灰色で硬質の須恵器という焼き物で作られるようになり
ます。須恵器は登り窯を使用し 1200 度以上の高温で焼
成するため、各集落で製作されたとは考えにくく、泉北
丘陵に広がる陶邑古窯址群で製作され、各地に運ばれた
と推測されます。
　網漁で使用する錘も素材が須恵器に変化します。また
それまでの 50g 程の小さな錘から大型化し、700g を超
える大きな錘が作られるようになります。これは数人で
行う小規模な漁から、地引網などの大人数で組織的な漁
を行うようになり、使用する網が大型化したことに伴う
変化と考えられます。
　次回は大阪湾と泉大津（6）をお伝えします。

〔問合〕生涯学習課（市役所3階）
大型化した土錘

（大園遺跡・大阪府立弥生文化博物館提供)

どすい

イイダコ壺
(大園遺跡・和泉市教育委員会提供)

すえむらこようしぐん

おもり
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
お
よ
び
市
・

府
民
税
の
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
毎
年

１
月
〜
12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
自
身
の
国
民
年
金
保
険

料
だ
け
で
な
く
、
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
さ
ん
な
ど
）

の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
の
際
に
、
領
収
証

書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
納
付
し
た
人
に
は
11
月
上

旬
に
、
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
納
付
し
た
人
に
は
２

月
上
旬
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

Ͷ
Μ
͖
Μ
Ճ
ೖ
ऀ
μ
Π
Ϡ
ϧ　
☎
０

５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話

で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
０
３
・
６

６
３
０
・
２
５
２
５
）

ड
෇
࣌
　ؒ

月
〜
金
曜
日
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日

は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
除
く
）、
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
不
可
で
す
。
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࠲
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国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
の
前

納
は
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
か
ら
選
べ
、
４
月
末
（
６
カ
月

前
納
の
場
合
、
４
月
末
と
10
月
末
）
に

一
括
納
付
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替

で
前
納
す
る
と
、
納
付
書
で
の
納
付

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
よ
り
も

割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
を
、
口
座
振
替
で
前
納

に
変
更
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
身
分
確
認
で
き
る
も
の
・
通
帳
・

金
融
機
関
届
出
印
を
持
っ
て
、
２
月

末
ま
で
に
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は

保
険
年
金
課
へ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
で
前
納
に
変
更
す
る
場
合
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
身
分
確
認
で
き
る

も
の
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
認
印

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
を
持
っ
て
２
月

末
ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
更
新
時
に
改

め
て
お
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
国
民
年
金
保

険
料
額
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

໰
߹　
堺
西
年
金
事
務
所
（
０
７
２
・

２
４
３
・
７
９
０
０
）
ま
た
は
保
険
年

金
課（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）

　

2
月
の
支
払
日
は
、
2
月
1�
日
㈮

で
す
。
10
月
〜
1
月
分
が
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。
支
払
通
知
書
に
つ
い

て
は
、
平
成
31
年
度
現
況
届
を
提
出

さ
れ
た
人
に
当
該
年
度
分
の
支
払
予

定
を
記
載
し
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
額
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

໰
߹　
子
育
て
応
援
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

　

都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。
審
議
会
は
、
傍

聴
が
可
能
で
す
。

೔
　࣌

2
月
10
日
㈪　

午
前
10
時
30

分
か
ら

৔
所　
市
役
所
3
階
大
会
議
室

ఆ
һ　
10
人
（
希
望
者
多
数
の
際
は
抽

選
）

छ
　ྨ

▽
南
部
大
阪
都
市
計
画
道
路

の
変
更
に
つ
い
て
（
市
決
定
）　
▽
南

部
大
阪
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
つ

い
て
（
市
決
定
）　
▽
泉
大
津
市
立
地

適
正
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て　

▽

そ
の
他　

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

当
日
開
始
10
分
前
ま
で
に
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

໰
߹　
都
市
づ
く
り
政
策
課
（
市
役
所

2
階
2�
番
窓
口
）

　

大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契

約
書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
築
・

廃
棄
業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設

立
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

೔
　࣌

2
月
18
日
㈫　

午
後
1
時
〜

3
時

৔
所　
市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

໰
߹　
人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市
役

所
1
階
11
番
窓
口
）

　

㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
収
納

代
理
金
融
機
関
の
指
定
が
取
り
消
し

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
４
月
１
日

以
降
は
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
で
泉

大
津
市
の
納
付
書
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

໰
߹  
会
計
課（
市
役
所
1
階
1
番
窓
口
）

日
本
年
金
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
�
月
期
支
払
い

�
月
��
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

泉
大
津
市
収
納
代
理
金
融
機
関

の
指
定
取
り
止
め
に
つ
い
て

都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

ۭߤであるティーウΣΠ（会社ۭߤ҆֨）$$-のࠃؖ　
（58）は3݄29日 より、ؔ੢ࠃ際ۭߓୈ2ターミφルϏ
ルにҠసします。౥৐༧定のお٬༷は、ごར用のターミφル
Ϗルをご֬認の͏え、ۭߓ΁おӽしください。
ʻୈ2ターミφルϏル　ۭߤ会社一ཡʼ
ϐーチ・アϏΤーγϣン
य़ळۭߤ・チΣδϡۭߤ・ティーウΣΠߤ （ۭ3݄29日～）

�ୈ2ターミφルϏル΁のアクηス�
Τアϩプラβ（ؔ੢ۭߓӺ௚݁）⾩ୈ2ターミφルϏル間は
連བྷόス（ແྉ）がӡ行しています。（所要時間� ～ 9෼）
。ϗームペーδをご֬認くださいߓはۭࡉৄ
IUUQT���XXX�LBOTBJ�BJSQPSU�PS�KQ�BDDFTT�U2

3月29日よりティーウェイ航空が第2ターミナルビルに
移転します

ớủ
市
役
所
͔
Β
の
͓
஌
Β
ͤ
Ứの
ଓ
͖
Ờ

ใいͣΈ͓͓ͭɹྩ和޿ �೥ �݄߸ ����

৘ ใ ͔ Θ Β ൛
　

市
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
重

度
障
が
い
児
の
介
助
お
よ
び
、
教
育

的
配
慮
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
補
助
な
ど
を
行
う
会
計
年
度
任

用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

ࢿ
　֨

①
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
未

満
（
定
年
は
65
歳
）
で
、
原
則
と
し
て

教
員
、
看
護
師
、
保
育
士
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー

２
級
）
い
ず
れ
か
の
免
許
ま
た
は
資
格

を
有
す
る　

②
地
方
公
務
員
法
第
16

条（
欠
格
条
項
）に
該
当
し
な
い

ื
ू
ਓ
һ　
30
人
程
度

ۈ
຿
࣌
　ؒ
週
当
た
り
約
29
時
間

બ
ߟ
ํ
๏　
提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
面
接
試
験
（
試
験
日
は
２
月
29

日
㈯
）

ใ
ु
ɾ
ޏ
༻
৚
݅
ͳ
Ͳ　

泉
大
津
市

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
試
験
要
領

を
参
照
（
試
験
要
領
と
申
込
書
の
配
布　

指
導
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

２
月
３
日
㈪
〜
12
日

㈬　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
採
用
試
験

申
込
書
お
よ
び
受
験
票
、
資
格
な
ど

の
証
明
書（
写
）を
指
導
課（
市
役
所
３

階
）へ

　

国
際
交
流
関
連
を
は
じ
め
と
す
る

業
務
を
行
う
、
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

ظ
　ؒ

�
月
1
日
〜
令
和
3
年
3
月

31
日

ࢿ
　֨

①
４
月
1
日
時
点
、
65
歳
未

満
（
定
年
65
歳
）
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
（
簡
単
な
文
書
作
成
・
表
計
算

な
ど
）
②
簡
単
な
通
訳
・
翻
訳
を
行
え

る
（
英
語
の
み
）
③
地
方
公
務
員
法
第

16
条（
欠
格
条
項
）に
該
当
し
な
い

ื
ू
ਓ
਺　
1
人

ۈ
຿
࣌
　ؒ
週
約
29
時
間

બ
ߟ
ํ
๏　
提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
面
接
試
験
（
試
験
予
定
日
は
３

月
�
日
㈯
）

ใ
ु
ɾ
ޏ
༻
৚
݅
ͳ
Ͳ　

泉
大
津
市

会
計
年
度
任
用
職
員
（
国
際
交
流
）
採

用
試
験
要
項
を
参
照
（
試
験
要
領
と

申
込
書
の
配
布
は
政
策
推
進
課
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）。

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

２
月
10
日
㈪
〜
25
日

㈫
に
、
申
込
書
を
政
策
推
進
課
（
市
役

所
�
階
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
2
月

25
日
㈫
必
着
）

　

戎
小
学
校
の
図
書
室
を
開
放
し
、

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
む
こ
と
に
加
え
、
お
絵
か

き
や
風
船
遊
び
な
ど
「
考
え
な
が
ら

遊
び
、
遊
び
な
が
ら
考
え
る　

土
曜

日
の
図
書
室
」
で
す
。
就
学
前
の
お

子
さ
ん
や
校
区
以
外
の
人
も
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

運
営
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

׆
ಈ
೔
　࣌

毎
週
土
曜
日　

午
前
9

時
〜
正
午

৔
所　
戎
小
学
校　
図
書
室

໰
߹　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
3
階
）

　

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
人
に
も
市

の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

一
時
保
育
付
き
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
保
育
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

一
時
保
育
が
で
き
る
事
業
が
増
え

る
と
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
の
社

会
参
画
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま

す
。
保
育
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
人

も
登
録
可
能
で
す
。
子
ど
も
や
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
人
、
子
育
て
家
庭

を
応
援
し
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

人
権
く
ら
し
の
相
談

課
（
市
役
所
１
階
11
番
窓
口
）、
に
ん

じ
ん
サ
ロ
ン（
☎
21
・
６
５
５
５
）

　

令
和
３
〜
５
年
度
を
目
標
年
度
と

す
る
「
泉
大
津
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

׆
ಈ
಺
༰　

２
時
間
程
度
の
会
議
を

年
６
回
程
度
開
催
予
定
（
開
催
は
主
に

平
日
の
午
後
）

ର
৅
　ऀ

市
内
在
住
で
委
員
会
開
催

ま
で
に
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
、

事
前
の
説
明
会
に
参
加
で
き
る
人
（
１

時
間
程
度
）

ื
ू
ਓ
਺　
１
人

Ԡ
ื
ظ
　ؒ

３
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮　

（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

Ԡ
ื
ํ
๏　
応
募
動
機
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
高
齢
介
護
課
へ
持
参

໰
߹　
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
９

番
窓
口
）

　

農
業
委
員
は
、
農
業
関
連
団
体
や

農
業
者
か
ら
の
推
薦
ま
た
は
応
募
の

あ
っ
た
人
の
中
か
ら
市
長
が
決
定
し
、

市
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

※
推
薦
応
募
の
内
容
に
つ
い
て
は
一

部
箇
所
を
除
き
公
表
し
ま
す
。

ۀ
຿
಺
༰　
農
地
法
に
係
る
農
地
の

権
利
移
動
や
農
地
転
用
な
ど
法
令
に

基
づ
く
許
可
業
務
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど

ର
৅
　ऀ

▽
農
業
に
関
す
る
識
見
を

有
し
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す

る
事
項
に
関
し
て
、
そ
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

▽
泉
大
津
市
の
職
員
で
な
い
人

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人　

な

どใ
　ु
月
額
１
万
７
０
０
０
円

ఆ
һ　
16
人
（
最
低
1
人
は
農
業
者
以

外
）

೚
　ظ

７
月
20
日
〜
令
和
５
年
７
月

19
日

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

２
月
1�
日
㈮
〜
３
月

13
日
㈮
（
郵
送
は
３
月
13
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
「
泉
大
津
市
農
業
委
員
会

委
員
推
薦
・
応
募
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
、
農
業
委
員
会

事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
。
申
込

書
類
は
農
業
委
員
会
事
務
局
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

໰
߹　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

3
階
）

「
り
ぶ
れ
E
B
I
S
U
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
が
い
児
教
育
補
助
職
員
募
集

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
推
進
委
員
募
集

農
業
委
員
会
委
員
の
募
集

国
際
交
流
関
連
業
務
の

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
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折
り
紙
は
集
中
し
て
無
心
で
折
っ

て
い
く
事
で
、
脳
の
活
性
化
を
促
し

ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
講
座
で
は
、
伸
び
た
り
縮

ん
だ
り
く
ね
く
ね
動
く
か
わ
い
い
「
あ

お
む
し
」
を
作
り
ま
す
！

೔
　࣌

２
月
26
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

৔
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館
２

階
）

ఆ
һ　
先
着
10
人

Ұ
࣌
อ
ҭ　
先
着
３
人
（
６
か
月
〜
未

就
学
児
・
２
月
1�
日
㈮
ま
で
に
申
込
）

࣋
෺　
折
り
紙
（
体
用
３
色
各
３
枚
と

顔
用
２
枚
程
度
使
用
）・
は
さ
み
・
の

りਃ
　ࠐ

２
月
７
日
㈮
午
前
９
時
30
分

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

˙
͓
͍
Ͱ
Α
ʂ
ʹ
Μ
͡
Μ
α
ϩ
ϯ

ԡ
Ֆ
Ξ
ồ
τ
Λ
ָ
͠
΋
͏
ʂ

　

押
花
を
使
っ
て
普
段
の
暮
ら
し
で

使
え
る
コ
ー
ス
タ
ー
や
し
お
り
を
作

り
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
草
花
を
自
由

に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

೔
　࣌

３
月
５
日
㈭　

午
後
1
時
30

分
〜
３
時
30
分

৔
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

ఆ
һ　
先
着
16
人

Ұ
࣌
อ
ҭ　
先
着
3
人
（
6
か
月
〜
未

就
学
児
・
２
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
込
）

࣋
෺　
は
さ
み

ࡐ
ྉ
අ　
１
０
０
円

ߨ
　ࢣ
三
宅
幾
子
氏
（
サ
ロ
ン
登
録
グ

ル
ー
プ
「
押
花
ア
ー
ト
花
人
」
講
師
）

ਃ
　ࠐ

２
月
19
日
㈬
か
ら
直
接
ま
た

は
電
話

˙
ݩ
ؾ
͸
ͭ
Β
ͭ
ʂ
ν
ỻ
Ξ
Τ
Ϋ
α

α
Π
ζ
ߨ
࠲

　

イ
ス
に
座
っ
て
音
楽
に
あ
わ
せ
て

体
を
動
か
し
明
る
く
体
操
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

೔
　࣌

３
月
13
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

৔
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

1
階

集
会
室

ఆ
һ　
先
着
25
人

Ұ
࣌
อ
ҭ　
先
着
3
人
（
6
か
月
〜
未

就
学
児
・
３
月
４
日
㈬
ま
で
に
申
込
）

࣋
෺　

上
ぐ
つ
・
タ
オ
ル
・
お
茶
や

水
な
ど
、
動
き
や
す
い
服
装
で
。

ߨ
　ࢣ
本
田
ま
す
み
氏
（
サ
ロ
ン
登
録

グ
ル
ー
プ「
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」講
師
）

ਃ
　ࠐ

２
月
2�
日
㈭
午
前
9
時
30
分

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

஍
Ҭ
׆
ಈ
ʹ
ඞ
ਢ
!?
̨
̣
̨
Ͱ
৘
ใ

ൃ
৴
ɾ
޿
ใ
ྗ
Λ
ߴ
Ί
Α
͏
ʂ

　

自
治
会
な
ど
が
、
地
域
活
動
に
関

わ
る
仲
間
を
増
や
し
て
今
よ
り
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
く
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た
発
信
力
強
化
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
講
演
会
で
す
。
地

域
で
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

೔
ఔ　

３
月
11
日
㈬　

午
後
７
時
〜

８
時
30
分

৔
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

ఆ
һ　
先
着
60
人

ߨ
　ࢣ
妹
尾
美
千
代
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

き
ん
き
う
ぇ
ぶ
）

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　
市
民
協
働
推
進
課
（
市

役
所
４
階
）

　
気
軽
に
将
棋
に
ふ
れ
て
、
集
中
力
・

判
断
力
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！

೔
　࣌
2
月
9
日
㈰
・
22
日
㈯
（
原
則

毎
月
第
2
・
第
�
日
曜
日
）　
午
後
1

時
〜
�
時
30
分（
途
中
入
退
室
可
能
）

৔
所　
北
公
民
館

ର
৅　
市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

ߨ
　ࢣ

泉
大
津
将
棋
同
好
会
有
志　

ほ
か

໰
߹　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

˙
ྫྷ
͑
ର
ࡦ
ʹ
π
Ϙ
ͱ
Ξ
ϩ
Ϛ
Λ
׆

༻
͠
·
͠
Ỷ
ớ͏
શ
̎
ճ
Ờ

　

乾
燥
と
冷
え
の
気
に
な
る
季
節
。

体
を
温
め
て
う
る
お
い
を
と
り
も
ど

す
た
め
に
、
ツ
ボ
の
話
と
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
の
実
演
で
家
で
で
き
る
冷
え

対
策
を
学
び
ま
す
（
制
作
物
は
持
ち
帰

り
）。

೔
　࣌

２
月
29
日
㈯
・
３
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

৔
所　
南
公
民
館

ର
৅　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

ఆ
һ　
先
着
16
人

Ұ
࣌
อ
ҭ　
先
着
６
人
（
６
か
月
〜
就

学
前
の
幼
児
）

ड
ߨ
ྉ　

１
８
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

࣋
෺　
洗
面
器
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・

マ
イ
カ
ッ
プ
（
毎
回
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を

試
飲
し
ま
す
。）

ߨ
　ࢣ
林
み
ど
り
氏

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

２
月
８
日
㈯
午
前
９

時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
へ
。
申
込

用
紙
は
一
人
一
枚
配
布
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
の
み
９
日
㈰
か
ら
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

˙
ॳ
ڃ
೔
ৗ
ӳ
ձ
࿩
ủ
Ϧ
Ϧ
ồ
Ϋ
ϥ

ε
Ứ
ݟ
ֶ
ձ

　

南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
リ
リ
ー
ク

ラ
ス
」
で
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
と
日

常
会
話
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
大
歓
迎
！
一
度
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

೔
　࣌

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

৔
所　
南
公
民
館

݄
ձ
අ　
２
５
０
０
円
（
人
数
に
よ
り

変
動
有
り
）

໰
߹　
直
接
南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７

６
４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）へ

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
か
ら
の

お
知
ら
せ
（
☎
��
・
６
５
５
５
）

地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
将
棋
教
室
を
開
催

作඼ݟຊ

作඼ݟຊ

ớủ
ื
ू
Ứ
の
ଓ
͖
Ờ

˙
༧
උ
ࣗ
Ӵ
׭
ิ
ื
ớू
Ұ
ൠ
ɾ
ٕ
ೳ
Ờ

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な
教

育
訓
練
を
経
て
、
終
了
後
に
予
備
自

衛
官
と
な
る
制
度
で
す
。

ड
෇
ظ
　ؒ

1
月
6
日
㈪
〜
�
月
10

日
㈮

ࢼ
ݧ
ظ
　ؒ

�
月
18
日
㈯
〜
22
日
㈬

の
内
1
日

ൃ
ද　
5
月
22
日
㈮

ର
৅
　ऀ
自
衛
官
未
経
験
者

࠾
༻
೥
　ྸ

▽
一
般　

日
本
国
籍
を

有
す
る
18
〜
3�
歳
未
満　

▽
技
能　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
で
国

家
免
許
資
格
な
ど
を
取
得
（
資
格
に
よ

り
55
歳
未
満
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

˙
ࣗ
Ӵ
׭
౳
ื
ू

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後
に

2
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

Ԡ
ื
ࢿ
　֨

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

〜
33
歳
未
満

ड
෇
ظ
　ؒ

年
間
を
通
じ
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ʼ

ڞ
௨
ࣄ
߲

ʻ

໰
߹　
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
４

２
６
・
０
９
０
２
）

ೖ
ձ
આ
໌
ձ

೔
　࣌

２
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜

৔
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ର
৅　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

໰
߹　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

˙
市
ຽ
ফ
අ
ऀ
ߨ
࠲
Λ
։
࠵
͠
·

͢
ʂ

ɹ
消
費
者
被
害
の
手
口
は
日
々
巧
妙

化
し
て
お
り
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
で
誰

で
も
被
害
に
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
最
新
の
手
口
を
知
り
消
費
者

と
し
て
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
講
座
を
、
全
３
回
開
催
し
ま

す
。
１
回
ま
た
は
２
回
の
み
の
参
加

も
可
能
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

೔
࣌
ɾ
಺
༰　

①
2
月
20
日
㈭　

午

後
１
時
30
分
〜
2
時
30
分　
「
特
殊
詐

欺
へ
の
対
策
」
講
師　
泉
大
津
警
察

②
2
月
2�
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時　
「
こ
れ
っ
て
落
と
し
穴
？
う
ま

い
話
に
気
を
つ
け
て
！
」
講
師　

田

村
弁
護
士

③
3
月
6
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
使
い

方
講
座
」
説
明
員　

ポ
イ
ン
ト
還
元

事
務
局

৔
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

ର
৅　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　

ఆ
һ　
50 

人

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

第
1
回
は
2
月
12
日

㈬
、
第
2
回
は
19
日
㈬
、
第
3
回
は

28
日
㈮
ま
で
に
人
権
く
ら
し
の
相
談

課
へ
電
話
。

˙
உ
ੑ
޲
͚
η
ϛ
φ
ồ
Λ
։
࠵
͠
·

͢
ʂ

　

職
場
や
家
庭
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
妻
の
出
産
、
親
の
介

護
、
転
勤
…
変
化
の
多
い
時
代
を
生

き
る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。
２
回
の

セ
ミ
ナ
ー
で
男
の
生
き
づ
ら
さ
か
ら

卒
業
！
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

೔
　࣌

①
2
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

②
2
月
29
日
㈯　

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

৔
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館
２

階
）

ର
৅　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

ఆ
һ　
先
着
申
込
20
人

Ұ
࣌
อ
ҭ　
先
着
５
人
（
６
か
月
〜
未

就
学
児
）。
各
回
１
週
間
前
ま
で
に
人

権
く
ら
し
の
相
談
課
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
。

ߨ
　ࢣ
福
島
充
人
氏
（
日
本
男
性
相
談

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
）

ਃ
　ࠐ
人
権
く
ら
し
の
相
談
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話

˙
ফ
අ
ऀ
ܒ
ൃ
ߨ
࠲
Ͱ
ỏ
͔
͠
͜
͍

঎
඼
બ
୒
Λ
਎
ʹ
ͭ
͚
Α
͏
ʂ

　

安
く
て
良
い
商
品
を
買
え
る
こ
と

は
独
占
禁
止
法
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
、
違
反
事
例
な
ど
紹
介
し

解
説
し
ま
す
。

೔
　࣌

２
月
25
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

৔
所　
市
役
所
3
階
大
会
議
室

ఆ
һ　
当
日
先
着
50
人

಺
༰　
か
し
こ
い
商
品
選
択
を
身
に

つ
け
よ
う
！

ߨ
　ࢣ
公
正
取
引
委
員
会

ओ
　࠵
泉
大
津
消
費
者
問
題
研
究
会

໰
߹　
人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市
役

所
1
階
11
番
窓
口
）

ủ
ࢠ
Ͳ
΋
ͨ
ͪ
ʹ
ຮ
Ԇ
͢
Δ
ω
ỽ
τ
ґ

ଘ
঱
の
࣮
ଶ
ͱ
ର
Ԡ
Ứ

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
子
ど
も
た
ち
に
急
速
に
浸

透
す
る
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
、
犯
罪
や

違
法
・
有
害
情
報
の
深
刻
化
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
長
時
間
化
な
ど

が
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
情
報
モ
ラ
ル
を
子
ど
も
た
ち
に

確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
や
、
具
体
的
な
実
践
事
例
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

೔
　࣌

２
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

৔
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

ఆ
һ　
先
着
60
人

ߨ
　ࢣ
豊
田
充
崇
氏　
（
和
歌
山
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科　
教
授
）

໰
߹　
教
育
政
策
課（
市
役
所
３
階
）

　
講
師
に
桧
本
多
加
三
氏
（
郷
土
史
研

究
家
、
郷
土
誌
「
堺
泉
州
」「
堺
人
」

編
集
長
）を
お
招
き
し
ま
す
。

೔
　࣌

2
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

৔
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪　
3
階

ఆ
һ　
先
着
60
人　

ࢀ
Ճ
අ　
５
０
０
円

ओ
　࠵
景
観
人
の
集
い

໰
߹　
都
市
づ
く
り
政
策
課
（
市
役
所

2
階
2�
番
窓
口
）

人
権
く
ら
し
の
相
談
課
か
ら
の
お

知
ら
せ（
市
役
所
１
階
��
番
窓
口
）

み
ら
い
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

歴
史
こ
ぼ
れ
話　
第
�
回

三
好
と
織
田
信
長

予
備
自
衛
官
補
・
自
衛
官
等
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か



ใいͣΈ͓͓ͭɹྩ和޿ �೥ �݄߸ ����

৘ ใ ͔ Θ Β ൛

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

˙
͋
͢
ͱ
ͼ
ỳ
ʂ
ϫ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ

Ϧ
ζ
Ϝ
ˍ
͑
͍
͝

　

プ
ロ
の
ド
ラ
マ
ー
と
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
、
え
い
ご
の
う
た
を
う
た
っ

た
り
、
楽
し
く
ダ
ン
ス
♪

೔
　࣌

２
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
〜

正
午

ର
৅　
中
学
生
ま
で
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）

ఆ
һ　
20
組

ࢀ
Ճ
අ　
５
０
０
円
（
楽
器
レ
ン
タ
ル

し
ま
す
。
２
歳
以
上
有
料
。
保
護
者

無
料
）

ߨ
　ࢣ
V
O
N
B
A
R
O
N
氏（
プ
ロ

ド
ラ
マ
ー
）

˙
͸
͕
͖
ॻ
ը
ϫ
ồ
Ϋ

　

日
本
の
文
化
を
ひ
と
と
き
味
わ
い

ま
せ
ん
か
？
書
と
絵
で
お
雛
飾
り
（
ミ

ニ
屏
風
）
作
製
の
後
、
お
抹
茶
と
和
菓

子
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

೔
　࣌
２
月
９
日
㈰　
午
後
２
時
〜

ର
৅　
中
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
参
加
可
）

ఆ
һ　
申
込
先
着
15
人

ࢀ
Ճ
අ　
２
0
０
０
円
（
お
茶
と
和
菓

子
付
）

ߨ
　ࢣ
丸
山
幸
子
氏
（
日
本
は
が
き
書

画
協
会
講
師
）

˙
਌
ֶ
श
ซ
ઃ
ߨ
࠲
ủ
਌
ࢠ
Ͱ
ָ
͠

Ή
ϫ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ
Ứ

1
⁒
͚
͠
͝
Ή
͸
Μ
͜
Ͱ
ό
Ϩ
ϯ
λ

Π
ϯ
Χ
ồ
υ
࡞
Γ

　

か
わ
い
い
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
押

し
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ー
ド
を
つ
く

ろ
う
！
後
半
は
保
護
者
は
座
談
会
、

子
ど
も
は
簡
単
な
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

作
り
に
ち
ょ
う
せ
ん
！

೔
　࣌

２
月
11
日
㈷　

午
後
１
時
〜

３
時

ߨ
　ࢣ
正
木
ま
き
こ
氏

2
⁒
࿨
の
ϫ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ
ɾ
ੜ
Ֆ

ͱ
͓
஡
ͨ
͍
͚
Μ

　

け
ん
ざ
ん
を
使
っ
た
本
格
的
い
け

ば
な
を
親
子
で
制
作
、
お
花
は
お
持

ち
帰
り
。
後
半
は
保
護
者
は
座
談
会
、

子
ど
も
は
お
茶
席
の
体
験
、
保
護
者

に
お
茶
を
点
て
て
あ
げ
よ
う
！

೔
　࣌

２
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
〜

３
時

ߨ
　ࢣ
福
本
佳
子
氏

3
⁒
Ξ
ϩ
Ϛ
ε
τ
ồ
ϯ
࡞
Γ
ʹ
ν
Ỿ

Ϩ
ϯ
δ

　

か
わ
い
く
て
お
部
屋
の
芳
香
剤
に

も
な
る
ア
ロ
マ
ス
ト
ー
ン
を
作
っ
て

み
よ
う
！
後
半
は
座
談
会
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
と
ア
ロ
マ
の
お
話
と
と
も
に
。

೔
　࣌

２
月
29
日
㈯　

午
後
１
時
〜

３
時

ߨ
　ࢣ
丸
山
真
弓
氏

ợ
1
Ỗ
3
ڞ
௨
Ụ

ର
৅　
年
中
〜
小
学
生
と
保
護
者
ペ

アఆ
һ　
先
着
申
込
各
15
組

˙
࿨
ϥ
ϯ
ν
α
ϩ
ϯ

　

離
乳
食
の
話
、
子
育
て
の
話
、
栄

養
士
さ
ん
を
囲
ん
で
な
ん
で
も
雑
談

会
！

೔
　࣌

3
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

ର
৅　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者ఆ
һ　
12
組（
2
月
1�
日
抽
選
）

ࢀ
Ճ
අ　
３
０
０
円
（
お
い
し
い
和
ラ

ン
チ
・
お
み
や
げ
付
）

ߨ
　ࢣ
中
塚
由
子
氏

˙
ا
ը
ల
ủ
ֆ
ਤ
͔
Β
ͻ
Ζ
͕
Δ
ੈ

ք
Ứ

　

助
松
本
陣　

田
中
家
・
近
世
日
本

へ
の
ま
な
ざ
し

೔
　࣌

展
示
・
２
月
21
日
㈮
〜
３
月

11
日
㈬　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

ซ
ઃ
ߨ
࠲
ɾ
΢
Ỽ
ồ
Ω
ϯ
ά

ߨ
࠲
೔
　࣌

３
月
８
日
㈰　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

΢
Ỽ
ồ
Ω
ϯ
ά
೔
　࣌

３
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
〜
／
紀
州
街
道
を
歩
く

˙
γ
ϯ
ϓ
ϧ
ε
Ϛ
ϗ
ମ
ݧ
ڭ
ࣨ

೔
　࣌
3
月
3
日
㈫

①
「
初
め
て
の
ス
マ
ホ
決
済
教
室
」　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分　

▽
話
題
の
ス
マ
ホ
決
済
と
は
？
お
得

な
活
用
術
ま
で

②
「
超
か
ん
た
ん
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
教
室
」　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
購
入
前
に
楽
し
く
わ
か
る
初
心
者

の
た
め
の
、
格
安
ス
マ
ホ
の
デ
モ
機

を
使
っ
た
体
験
講
座

ఆ
һ　
先
着
各
20
人（
要
事
前
申
込
）

ࢀ
Ճ
අ　
各
５
０
０
円
（
全
1
回　
シ

ン
プ
ル
ス
マ
ホ
貸
出
）

ߨ
　ࢣ

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

˙
͋
͢
ͱ
ֆ
ຊ
の
ಡ
Έ
ޠ
Γ
ձ

　

毎
月
1
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
絵
本
読

み
語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

೔
　࣌
２
月
23
日
㈷　
午
前
11
時
〜

ग़
ԋ　
絵
本
の
会ʠ

し
ぃ
ず
ん
ず

ʠ

˙
ủ
Ξ
Χ
σ
ϛ
ồ
ڭ
ࣨ
Ứ
ड
ߨ
ੜ
ื

ू
த
ʂ

　

入
会
金
無
料
！
受
講
料
３
か
月
前

納
制
。

　

無
料
体
験
・
見
学
は
一
人
一
回
。

見
学
の
み
の
講
座
も
有
り
。

˙
̎
݄
Ỗ
̒
݄
の
୹
ظ
ӳ
ձ
࿩
ڭ
ࣨ

ࢠ
Ͳ
΋
୹
ظ
ӳ
ձ
࿩
ڭ
ࣨ

೔
　࣌

毎
週
金
曜
日　

午
後
４
時
50

分
〜
５
時
�0
分

ड
ߨ
ྉ　
８
０
２
８
円（
４
回
）

େ
ਓ
୹
ظ
ӳ
ձ
࿩
ڭ
ࣨ

೔
　࣌
第
２
・
３
・
４
金
曜
日 

午
後

３
時
〜
４
時
30
分

ड
ߨ
ྉ　
６
６
０
０
円（
全
３
回
）

ߨ
　ࢣ

中
安
雅
代
氏
（
テ
ン
プ
ル
大

学
大
学
院
T
E
S
L
取
得
・
ミ
ュ
ー

ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
大
人
英
会
話
教
室
・
子
供
英

会
話
教
室
）講
師
）

˙
̎
̌
̍
̕
೥
౓
໻
ੜ
࣌
୅
ߨ
࠲
ủ
ฉ

͍
ͯ
ͳ
ỳ
ͱ
ɹ͘
໻
ੜ
の
ੈ
ք
Ứ

໻
ੜ
࣌
୅
の
ଧ
੡
ੴ
ث
ੜ
࢈

೔
　࣌

２
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
〜

４
時

ఆ
һ　
先
着
１
７
０
人

ߨ
ɹࢣ
朝
井
琢
也
氏
（
川
西
市
教
育
委

員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
事
務
員
）

˙
΍
Α
͍
ϛ
ỿ
ồ
δ
Ξ
Ϝ
ί
ϯ
α
ồ

τ
̎
̌
̍
̕

ͅ
̾
̻
⁒
14ɹ
ủ
ೋ
މ
ˍ
γ
ϯ
η
α
Π

β
ồɹ
ང
ڹ
ồ
)
"
3
6
,
"
ồ
ί

ϯ
α
ồ
τ
ủ
य़
の
෩
Ի
ỨỨ

ग़
ԋ　
遥
響　
岸
谷
宏
茂
（
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
）、
楠
田
名
保
子（
二
胡
）

಺
༰　
陽
関
三
畳
（
中
国
古
曲
）、
春

よ
、
来
い
（
松
任
谷
由
実
）、
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
＆
二
胡
各
ソ
ロ
演
奏　

ほ

か೔
　࣌

２
月
９
日
㈰　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

ఆ
һ　
座
席
数
約
１
３
０
席

ợ
ڞ
௨
ࣄ
߲
Ụ

入
館
料
が
必
要
で
す
（
一
般
４
３
０
円

／
65
歳
以
上
・
高
大
生
３
３
０
円
）

৔
所　
弥
生
文
化
博
物
館

໰
߹　
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
�6
・
２

１
６
２
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
��
・
６
７
７
８
）

　

ス
マ
ホ
や
申
告
書
作
成
用
パ
ソ
コ

ン
を
ご
本
人
が
操
作
し
、
申
告
書
を

作
成
し
ま
す
。

※
当
会
場
で
は
納
税
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
告
書
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
で
作
成
し
、

ｅ�

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

೔
　࣌

２
月
1�
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
早
め
に
終
了
）

৔
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
駐
車
場
有

料
）

ؐ
෇
ۚ
の
ड
͚
औ
Γ

　

還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
申
告
者

本
人
名
義
の
口
座
に
限
り
振
り
込
み

が
可
能
で
す
。

　

本
人
名
義
の
口
座
で
あ
っ
て
も
、

預
貯
金
口
座
名
義
に
店
名
、
事
務
所

名
な
ど
の
名
称
（
屋
号
）
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
ま
た
は
名
義
が
旧
姓
の
ま

ま
で
あ
る
場
合
は
、
振
り
込
み
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
振
り
込
み
を
希

望
す
る
場
合
は
、
貯
金
総
合
通
帳
の

記
号
番
号
の
み
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
は
、

還
付
金
の
振
り
込
み
が
可
能
か
、
銀

行
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

໰
߹　
泉
大
津
税
務
署
（
☎
33
・
５
６

０
１
）

　

交
通
事
故
、
貸
・
借
金
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
民
事
調
停

利
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

೔
࣌
ɾ
৔
所　

▽
2
月
26
日
㈬
…
浪

切
ホ
ー
ル　

▽
3
月
25
日
㈬
…
和
泉

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時
ま
で
）

໰
߹　

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎

０
６・６
３
６
３・３
０
９
１
）

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情
で
小し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
や

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業
で
き
な
か
っ
た
人ひ
と
、

実じ
っ
し
つ
て
き

質
的
に
十じ
ゅ
う
ぶ
ん分
な
教き
ょ
う
い
く育
を
受う

け
ら
れ

な
い
ま
ま
中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業
し
た
人ひ
と
、

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
い
っ
し
ょ
に
勉べ
ん
き
ょ
う強
し

ま
し
ょ
う
。

▽
２
０
２
０
年ね
ん
ど度
の
入に
ゅ
う
が
く
う
け
つ
け

学
受
付
は
、

２
０
１
９
年ね
ん

12
月が

つ

２ふ
つ

日か

㈪
げ
つ
よ
う
びか
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。（
２
０
２
０
年ね
ん

�
月が
つ

30
日に
ち
ま
で
）
た
だ
し
、
学が
っ
こ
う校
の
休
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日

（
土ど

・
日に
ち
よ
う
び

曜
日
、
祝し
ゅ
く
じ
つ日）は
除の
ぞ
き
ま
す
。

▽
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉べ

ん
き
ょ
う強

で
き

ま
す
。

▽
２
０
２
０
年ね
ん

�
月が
つ

１つ
い
た
ち日

現げ
ん
ざ
い在

で
、

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業

し
て
い
な
い
、
ま
た

は
実じ
っ
し
つ
て
き

質
的
に
十じ
ゅ
う
ぶ
ん分

な
教き
ょ
う
い
く育

を
受う

け
ら

れ
な
い
ま
ま
中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業

し
た
、

15
歳さ
い
い
じ
ょ
う

以
上
の
人ひ
と

が
入に
ゅ
う
が
く学で

き
ま
す
。

▽
授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

▽
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
に
住す

ん
で
い
る
人ひ
と

が
入
に
ゅ
う
が
く学

で
き
ま
す
。

▽
府ふ
が
い外
の
人ひ
と

は
、
教き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い

育
委
員
会
ま
た

は
夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
の
あ
る
学が
っ
こ
う校
に
相そ
う
だ
ん談
。

▽
外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ
と
も
入に
ゅ
う
が
く学で
き
ま
す
。

໰ㆨ
ㆂ
ㆀ
㇏
㆛

߹　
岸き
し
き
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

城
中
学
校
夜
間
学
級
（
☎
０

７
２
・
４
３
８
・
６
５
５
３
）

岸き
し
わ
だ
し
き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い

和
田
市
教
育
委
員
会
（
☎
０
７
２
・

４
２
３
・
９
６
０
７
）

　

近き
ん
き畿
の
夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
に
通か
よ

う
10
代だ
い

か
ら
90
代だ
い

の
年ね
ん
れ
い齢
の
生せ
い
と徒
た
ち
が
日ひ

ご
ろ
の
学が
く
し
ゅ
う習
の
成せ
い
か果
と
し
て
作さ
く
せ
い成
し

た
作さ
く
ひ
ん品
の
数か
ず
か
ず々
で
す
。

೔ㆫ
ㆡ
㆘࣌　

２
月が
つ

９こ
こ
の
か日
㈰
に
ち
よ
う
び
　

午ご
ぜ
ん前
９
時じ

〜
午ご

ご後
２
時じ

৔ㆰ
㆗
㇟所　

大お
お
さ
か
し
り
つ
ひ
が
し
い
く
の
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

阪
市
立
東
生
野
中
学
校

（
大お
お
さ
か
し
い
く
の
く
し
ん
い
ま
ざ
と

阪
市
生
野
区
新
今
里
７
ー
９
ー

25
）

（
近き
ん
て
つ
せ
ん

鉄
線
「
今い
ま
ざ
と里
」
駅え
き
げ
し
ゃ

下
車
７
０
０
ｍ
め
ー
と
る
　

地ち
か
て
つ
下
鉄
「
小し
ょ
う
じ路
」
駅え
き
げ
し
ゃ

下
車
８
０
０
ｍ
め
ー
と
る）

໰ㆨ
ㆂ
ㆀ
㇏
㆛

߹ɹ
大お
お
さ
か
し
り
つ
ひ
が
し
い
く
の
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
や

阪
市
立
東
生
野
中
学
校
夜

間か
ん
が
っ
き
ゅ
う

学
級　

連れ
ん
ご
う
さ
く
ひ
ん
て
ん
た
ん
と
う

合
作
品
展
担
当
（
☎
０

６
・
６
７
５
２
・
２
８
８
９
）

近き
ん
き
や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

畿
夜
間
中
学
校

「
連れ
ん
ご
う
さ
く
ひ
ん
て
ん

合
作
品
展
」

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で

勉べ
ん
き
ょ
う

強
し
ま
せ
ん
か

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

令
和
元
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て

■女性のための働き方応援セミナー
　݁ࠗや子育て、հ護などでし͹らく࢓事から཭れてい
た人や、いまの࢓事でಇきଓ͚たい人ඞݟʂ女性のため
のಇくルールを஌り、す΂ての女性のಇきํを応ԉする
ηミφーを実ࢪします。
日時　݄̎ 28 日 　ޕ後̎時～３時 30 ෼
場所　泉大津市໾所　̎֊ 202 会ٞࣨ
対象　泉大津市಺にۈࡏ・ॅࡏの女性
定員　ઌண 20 人
講師　Ԟ井߁୅ࢯ（ಛ定社会保ݥ࿑務࢜）
申込・問合　人権くらしの૬ஊ՝΁ి࿩または௚઀

■シニア向け (55歳以上 )合同企業説明会を開催！
前はものͮくり・*5ޕ　 業ք、ޕ後は॓ധ業・ҿ৯サー
Ϗス業や小ച業などさまざまな業छが出ల。参加ແྉ・
༧໿ෆ要・ཤྺॻෆ要ですのでお気ܰにご参加ください。
日時　݄̎５日 
　ものづくり・IT 企業　ޕ前 10 時～ਖ਼ޕ（最終入場ޕ前

11 時 30 ෼）
　その他の企業　ޕ後１時 30 ෼～４時 30 ෼（最終入場

（後４時ޕ
場所　あ΂のハルカス 25 ֊会ٞࣨ
問合　γニアब業ଅਐηンター

ਓ͘ݖΒ͠の૬ஊ՝ʢࢢ໾ॴ �֊ �� ൪૭ޱʣ γχΞबۀଅਐηϯλʔʢὸ ��ɾ����ɾ����ʣ
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˙
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
α
ϩ
ϯ
ủ
ϋ
ồ
τ

ͪ
Ỵ
Μ
Ứ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

今
月
は
D
V
D
を
使
用
し
た
介
護
予

防
の
体
操
や
、
自
宅
で
○
○
を
し
な

が
ら
で
き
る
「
な
が
ら
体
操
」、
イ
ン

ボ
デ
ィ
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

೔
　࣌

2
月
25
日
㈫　

午
後
1
時
30

分
〜
�
時

৔
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ఆ
һ　
体
操
は
先
着
20
人

໰
߹　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

˙
ݙ
݂
ʹ
͝
ڠ
ྗ
Λ
͓
ئ
͍
͠
·
͢

　

献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢
や
体
重

な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

೔
࣌
ɾ
৔
所　

▽
2
月
12
日
㈬　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分　

カ
ナ
ー

ト
モ
ー
ル
和
泉
府
中

▽
1�
日
㈮　

午
後
2
時
〜
４
時
30
分　

上
條
小
学
校

▽
16
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

泉
大
津
市
役
所

▽
21
日
㈮　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分　

戎
小
学
校

▽
2�
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

30
分　

森
内
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク　

※
16
日
以
外
は
正
午
〜
午
後
1
時
ま

で
休
憩

໰
߹　
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

˙
ࡏ
୐
ҩ
ྍ
の
ษ
ڧ
ձ
Λ
։
࠵

　

自
宅
療
養
を
支
え
る
在
宅
医
療
と

介
護
の
勉
強
会
で
す
。
申
込
不
要
。

೔
　࣌

３
月
20
日
㈮　

午
後
２
時
〜

４
時

৔
所　

浜
小
学
校
体
育
館　

※
ス

リ
ッ
パ
持
参

ओ
　࠵
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

浜
地
区
推
進
会

໰
߹　
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
総
務

課（
☎
23
・
１
３
９
３
）

　

岸
和
田
健
老
大
学
は
、
自
ら
探
求

し
行
動
し
よ
う
と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
高
齢
者
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ

た
シ
ニ
ア
大
学
で
あ
り
、
生
涯
学
習

の
場
で
す
。

त
ۀ
೔　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
�
時
、
ク
ラ
ブ
活
動
は

毎
曜
日

৔
所　
本
学
本
部
お
よ
び
岸
和
田
市

立
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

ର
৅　
55
歳
以
上
で
通
学
可
能
な
人

ื
ू
ਓ
਺　
通
年
男
女
50
人

අ
༻　
学
費
月
４
０
０
０
円
（
自
治
会

費
含
む
）
入
学
寄
付
金
５
０
０
０
円
、

ク
ラ
ブ
費
は
別
途
必
要

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

岸
和
田
健
老
大
学
事

務
局
（
☎
０
７
２
・
４
３
１
・
１
５
７

５
）

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

N
P
O
法
人
岸
和
田

健
老
大
学
��
期
生
募
集

ớủ
ͦ
の
ଞ
の
͓
஌
Β
ͤ
Ứ
の
ଓ
͖
Ờ

　ໟ෍のまちの地元ؐ元ηールがࠓ年
も開催されますʂ質のいい຾りに日ຊ
一のໟ෍のまち泉大津࢈のໟ෍をはじ
めとした৸۩はいかがですか。
　これまでഓってきた技ज़が生み出す
ໟ෍ならではの෩合いを֬かめな࢈ࠃ
がら、高඼質なໟ෍をお஋ଧちՁ֨で
手に入れるチャンスです。
毛布のまち地元還元セール
開催日　2 ݄ 6 日 ・20 日 
時間　ޕ前 10 時～ޕ後̎時
場所　泉大津中ԝ঎ళ֗　෩֗（ా中
ொ）　南海ຊઢ泉大津Ӻから੢΁ 2 ෼ 
問合　泉大津中ԝ঎ళ֗　あたらしや

（ὸ 32・023�）

　メσィアで࿩題となっているʮΨチ
ႀ合ઓʯをごଘ஌ですかʁ時୅ܶのߕ

ਞや合ઓまつりのੇܶとはまったくࡴ
ҧった、෢ज़的、ઓज़的な؍点でのリ
アルな合ઓݱ࠶ʮΨチߕႀ合ઓʯを֤
地で開催し、ͦのʮΨチߕႀ合ઓʯを
主催しているԣࢯࢁをটき、ઓࠃ時୅
のઓ๏を౛などでの演෢を交えて講演
します。ͥͻ、ご参加ください。
日時　2 ݄ 1� 日 　ޕ後 � 時～ 9 時
場所　泉大津঎޻会ٞ所　2 ֊大ϗー
ル
定員　ઌண 30 人
テーマ　ઓࠃ時୅のઓ๏について
講師　ԣࢁխ࢝ࢯ（૯合実ઓ護਎ज़　
ޭ࿕๏૯ൣࢣ　日ຊߕႀ合ઓ೭会　୅
表）
問合　泉大津঎޻会ٞ所 ܦӦ交流会

（ὸ 23・1111）

日時　݄̎ 29 日​　ޕ前 11 時～ਖ਼
前ޕ）ޕ 10 時 30 ෼開場）
場所　市໾所５֊（ٞ事ಊ）
定員　ઌண 100 人（入場ແྉ）
出演　泉大津市ࠞ声合唱団
曲目　ʮؼれソレント΁ʯほか
問合・申込　݄̎ 3 日 ～ 18 日 の
間にٞ会事務局（市໾所５֊）૭ޱ΁。
༣ૹの場合は、ॅ所・໊ࢯ・ి࿩൪߸・
ಉ行者໊（� 人まで可）をه入の上、

ԟ෮はがきでਃࠐ。
˞定員にୡし࣍ୈకめ੾ります。

　泉大津市では֎ࠃ人実श生やཹ学生
など、東南アδアを中৺に֎ࠃ人ॅ民
がগしͣつ૿加しています。泉大津市
にॅんでいる֎ࠃの人との૬ޓཧղを
ਂめ、൴らの฼ࠃจԽや日ຊでの生׆
を஌るきっか͚を໨的に交流会を開催
します。
＜交流会の内容＞
　参加者は市಺日ຊޠ教ࣨの֎ࠃ人学
श者や、10 ݄に開校した日ຊޠ学校の
ཹ学生が中৺です。ήームを通じて฼
ޠ教ࣨ・日ຊޠจԽの঺հや、日ຊࠃ
学校の঺հなどの交流を行います。
日時　3 ݄ 8 日 　ޕ前 10 時～ਖ਼ޕ
場所　テクスϐア大�02֊�　ࡕ会ٞ
ࣨ
定員　20 人
˞参加するには泉大津ࠃ際交流ڠ会の
会員であるඞ要があります。
˞泉大津ࠃ際交流ڠ会΁の入会につい
ては、問い合わͤください。
問合　泉大津ࠃ際交流ڠ会（市໾所 �
֊　੓ࡦਪਐ՝಺）

情報

Ivent  Information

2/6
・20 

೔ຊҰのໟ෍の·ͪ
ʠ஍ݩؐݩηʔϧʡ
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㈰
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★

▽
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
何

事
に
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
！
も
う
一
つ
、
感
謝
が

大
切
で
す
。
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
た

の
も
自
分
の
力
だ
け
で
は
な
い
は

ず
。
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
達
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
！（
窪
）

▽
芸
能
人
の
句
を
解
説
を
交
え
て
添

削
し
、
見
事
な
句
に
変
え
て
し
ま
う

様
子
が
テ
レ
ビ
で
大
人
気
の
、
夏
井

い
つ
き
さ
ん
が
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

登
場
。
私
の
よ
う
に
夏
井
さ
ん
の
影

響
で
俳
句
に
親
し
み
を
覚
え
た
人
も

多
い
は
ず
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ（
萬
）

▽「
あ
し
ゆ
び
ダ
ン
ス
」。
登
美
丘
高

校
ダ
ン
ス
部
Ｏ
Ｇ
た
ち
が
、
大
阪
の

お
ば
ち
ゃ
ん
ス
タ
イ
ル
で
モ
フ
草
履

を
履
き
な
が
ら
市
内
各
所
で
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
終

盤
の
高
速
あ
し
ゆ
び
ダ
ン
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！（
大
）

ฤूهޙ
͍͖ͥΜೲ੫ɾೲ෇ࠓ月ͷ

˞ೲظ内にೲ෇してくͩさい。
˞ศརな࠲ޱৼସを͝ར用くͩさい。

ྉݥอ߁ຽ݈ࠃ˔
	ී௨௃ऩ 
ʜʜʜʜʜʜୈ ෼ظ�

ྉݥҩྍอऀྸߴظޙ˔
ɹ	ී௨௃ऩ 
ʜʜʜʜʜʜʜ�݄෼

˔հޢอݥྉ 	ී௨௃ऩ 
ʜʜŋŋ� ݄෼

೔΍૬ஊһͷ౎߹ͳͲʹΑΓɺؗٳຽ૬ஊҰཡʢແྉʣࢢΔ͍ͯͬߦͰࢢຽ૬ஊҰཡʢແྉʣࢢΔ͍ͯͬߦͰࢢ
ΈΛ͍ͨͩ͘৔߹͕͋Γ·͢ɻٳ

๏཯૬ஊ̡ ཁ༧໿ ༧r໿ઐ༻ి࿩ɹὸ��ɾ����
　໦༵日　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
　˞前日（前日がॕ日の৔߹は前ʑ日）のޕ前9࣌から電

話で༧໿ड෇。૬ஊ࣌ؒはޙ̍ޕ ࣌からでひとり30෼
ؒ。ઌ着8人まで。࣌ ؒのࢦఆはできまͤん。
Ұൠ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前10࣌ʙ4࣌30ޙޕ෼
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
ަ௨ނࣄ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前10࣌ʙ4࣌30ޙޕ෼
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
����੓૬ஊɹὸ��ɾߦ
　ୈ2月༵日、ୈ4火༵日　1࣌ޙޕʙ3࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
࢘๏ॻ࢜૬ஊɹὸ��ɾ����
　ୈ1༵ۚ日　1࣌ޙޕʙ3࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
౔஍Ո԰ௐࠪ࢜૬ஊɹὸ��ɾ����
　ୈ3༵ۚ日　1࣌ޙޕʙ3࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
ෆಈ࢈૬ஊɹὸ��ɾ����
　ୈ2・4༵ۚ日　1࣌ޙޕʙ3࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
੫຿૬ஊɹὸ��ɾ����
　ୈ3月༵日　1࣌ޙޕʙ̐ ࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ

����ɹὸ��ɾޱԠԉ૭׆ຽੜࢢ
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前8࣌45෼ʙ5࣌15ޙޕ෼
　市໾所1֊市民生活応ԉ૭ޱ
ಛઃਓݖ૬ஊɹὸ��ɾ����
　ୈ2・3・4ਫ༵日　1࣌ޙޕʙ3࣌
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ
ফඅੜ׆૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　1࣌ޙޕʙ4࣌
　市໾所1֊消අ生活ηンλー
ਓݖ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ
　市໾所1֊人ݖくらしの૬ஊ課
����ಐՈఉ૬ஊɹὸ��ɾࣇ
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前8࣌45෼ʙ5࣌15ޙޕ෼
　市໾所1֊子育て応ԉ課
ͻͱΓ਌Ոఉ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前8࣌45෼ʙ5࣌15ޙޕ෼
　市໾所1֊子育て応ԉ課
����૯߹૬ஊɹὸ��ɾऀྸߴ
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌15ޙޕ෼
者保ྸߴ　 ・݈෱ࢧࢱԉηンλー（ϕルηンλー）
৺഑͝ͱ૬ஊɹὸ��ɾ����
　火༵日　1࣌30ޙޕ෼ʙ3࣌30෼
　総߹෱ࢱηンλー
����ҭ૬ஊɹὸ��ɾڭ
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ
　教育ࢧԉηンλー
　৺の૬ஊϗッτライン（ὸ26・0005）

ҩྍ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ4࣌ޙޕ　市ཱපӃ
๷Ր૬ஊɹὸ��ɾ����
　毎日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ　消防本෦
࿑ಇ૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ
　市໾所1֊人ݖくらしの૬ஊ課
ब࿑૬ஊ̡ ཁ༧໿ ɹrὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ
　市໾所1֊人ݖくらしの૬ஊ課
ॅ୐૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ
　市໾所2֊ݐங住୐課
෱ࢱͳΜͰ΋૬ஊ̡ ཁ༧໿ ὸr��ɾ����
　ୈ2・̐ ༵ۚ日 1࣌ޙޕʙ3࣌ޙޕ
　地域แׅࢧԉηンλー
ঁੑ૬ஊʢ໘ஊ͸ཁ༧໿ʣ
ɹʹΜ͡Μαϩϯ� ὸ��ɾ����
ɹ火ʙ༵ۚ日　ޕ前10࣌ʙ5࣌ޙޕ
ɹਓݖ Β͘͠ͷ૬ஊ՝� ὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前9࣌ʙ5࣌ޙޕ

൜ࡑඃऀ֐૬ஊɹὸ��ɾ����
　月ʙ༵ۚ日　ޕ前10࣌ʙ4࣌30ޙޕ෼
　市໾所1֊市民૬ஊࣨ

຿͸݄ʙ༵ۚ೔ʢ౔ɾ೔༵೔ɺॕ೔ͱۀޱ໾ॴ૭ࢢ ��݄ ��೔ʙ�݄ �೔
ͷ೥຤೥࢝Λআ͘ʣޕ前 �࣌ ��෼ʙޙޕ �࣌ ��෼·Ͱ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ʢ೔༵։ி͸ޕ前 �࣌ʙޙޕ �࣌ʣ

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

�໾ॴࢢ˔ ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔ফ๷ຊ෦� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
�පӃཱࢢ˔ ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
ԉηϯλʔʢ͓ͮ΀Β͟ʣࢧಈ׆ຽࢢ˔
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔ʹΜ͡Μαϩϯ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔૯߹෱ࢱηϯλʔ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
ԉηϯλʔࢧࢱอ݈ɾ෱ऀྸߴ˔ 	ϕϧηϯλʔ 

� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
�ԉηϯλʔࢧҭڭ˔ ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔ਤॻؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔৫ฤؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔஑্ીࠜ໻ੜ学शؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
�࿑੨গ೥ϗʔϜۈ˔ ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔ೆެຽؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔๺ެຽؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔૯߹ମҭؗ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔อ݈ηϯλʔ� ὸ��ŋ����ɹ'"9��ŋ����
˔஍Ҭࢠҭͯࢧԉηϯλʔ��ɹ�ὸɾ'"9ɹ��ɾ����

ਫɾ౔
ίʔε

Րɾۚ
ίʔε

݄ɾ໦
ίʔε

Մ೩͝Έ
ऩू༵೔

ϖοτϘτϧɾ
༰ثแ૷ϓϥενοΫ

ΧϯŋϏϯɾ
ͤͱ΋ͷͳͲ ྨࢴݹ

��೔ ɺ��೔ 

��೔ ɺ��೔ 

�� ɺ��೔ 

�݄の͝ݯࢿみऩू೔

͝Έ͚ͨ޲ʹྔݮεϩʔΨϯ

ɹ�ਓ͋ͨΓͷҰ೔ͷՄ೩͝Έྔ
 31.12 　432H　 ໨ඪ 368.8H

ྩ࿨ݩ೥ ��݄෼
　　可೩͝みྔ 　　　999 ᶦ

໨ඪ·Ͱ͋ͱ ����H Ͱ͢ɻ

ຖि༵ۚ೔

ຖि໦༵೔

ຖि݄༵೔

�೔ ɺ��೔ 
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「ࠞͥΕ͹͝Έɺ෼͚Ε͹ݯࢿ」

　ૈ大͝みの収集 ( ༗ྉ੍ ) を͝ر๬の人は、ૈେ͝Έి࿩ਃࠐ
ηϯλʔへ電話もしくはインλーネッτでおਃしࠐみくͩさい。
ὸ����ŋ���ŋ�����	 ௨࿩ྉແྉ 
ɾὸ����ŋ��ŋ�����	 ଳܞ 

'"9�����ŋ���ŋ�����	 ओʹௌ֮ো͕͍ऀͳͲ͕ର৅ 

63- https���s�kaOtaO.com�soEai�izumiotsu�u�

プロジェクト!!
͝Έ͚ͨ޲ʹྔݮεϩʔΨϯ

δʔΰδϡ΢

෩のڧい日は、プラ͝み
などがඈばないように
ϑックにҾっか͚るなど
。いしますئ෉をお޻

ઘେ௡ࢢͷہ֎ࢢ൪͸ ����Ͱ͢ɻ

ॅ୐用Րܯࡂใثの૬ஊ͸ઘ大津ࢢ消防ॺ΁！
ઘ大津ࢢ消防ॺ༧防܎ʢὸ2�ɾ����ʣ

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れな
かった場合、電話で聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）



ใいͣΈ͓͓ͭɹྩ和޿ �೥ �݄߸��

【振付師：akane氏】

　1992 年大阪府生まれ。アカネキカク主宰。大阪府立
登美丘高校ダンス部コーチとして、数々の大会で優勝に
導く。荻野目洋子の「ダンシング・ヒーロー」で振り付
けした「バブリーダンス」は日本レコード大賞特別賞を
受賞。映画「グレイテスト・ショーマン」の PR 大使と
してPV振り付けを担当。大阪万博誘致スペシャルサポー
ターとして「世界の国からこんにちは」に振り付けをし
た「万博ダンス」を発表など、活躍は多岐にわたる。

　「
あ
し
ゆ
び
」
の
力
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

体
幹
を
安
定
さ
せ
、
正
し
い
動
作
・
姿
勢
を

身
に
つ
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
あ
し
ゆ
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
あ
し
ゆ
び
ダ
ン
ス
を
用
い
た
P
R

動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ン
ス
は
、
あ
の
登
美
丘
高
校
ダ
ン

ス
部
の
バ
ブ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
振
付
し
た

akane

さ
ん
（
ア
カ
ネ
キ
カ
ク
）
が
足
や
体

幹
に
重
点
を
置
き
考
案
し
、
同
校
ダ
ン
ス
部

O
G
が
ダ
ン
ス
を
担
当
。

　
動
画
は
、
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
扮
し
た

ダ
ン
サ
ー
が
、
転
倒
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
あ
し
ゆ
び
ダ
ン
ス
で
、
あ
し
ゆ
び
を
鍛

え
て
健
康
に
な
ろ
う
と
い
う
内
容
。
ま
た
、

池
上
曽
根
遺
跡
や
フ
ェ
リ
ー
の
船
上
な
ど
市

内
各
所
で
ダ
ン
ス
を
行
い
、
本
市
を
知
っ
て

も
ら
う
内
容
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

【akane

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

ダ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
？
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
ダ
ン
ス
は
、
体
操
な
ど
で
重
要

と
な
る
指
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
踏
み
込
む
と

い
う
基
本
的
な
動
き
を
取
り
入
れ
、
指
を

中
心
と
し
て
足
全
体
を
鍛
え
る
動
き
に
し

ま
し
た
。
だ
ん
じ
り
っ
ぽ
い
動
き
も
入
れ

て
み
ま
し
た
！

あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
あ
し
ゆ
び
、
体
幹
、
正
し
い
姿
勢
。
ダ

ン
ス
に
直
結
す
る
内
容
で
共
感
し
ま
す
。

今
後
の
ダ
ン
ス
指
導
に
役
立
て
た
い
で
す
。

　
こ
の
ダ
ン
ス
で
あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
発
信
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
！
皆
さ
ん

ぜ
ひ
踊
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

akane さんがあしゆびダンスの完成の報告に南出市長を表敬訪問さ
れました。この模様も動画で紹介しています。

あしゆびプロジェクト PR ダンスが誕生！
ΞΧωΩΧΫ×ઘେ௡ࢢ

͋ͷొඒٰߴ校μϯε෦ͷόϒϦʔμϯεͷ
ৼ෇ࢣBLBOF͞Μ͕ख͕͚ͨ

ͦͷ໊΋ɹあしゆびダンスɹ͕஀ੜʂ

2/1㈯ あしゆびプロジェクト通信

2月1日 YouTube で配信開始

配信開始

めざせ
100万回再生！あしゆびプロジェクト

を全国に広めよう！

ダンス動画は
こちらから

��

★ ★
★

★

★
★★

★いずみおおつのキラリ

★
このコーナーでは、泉大津市のキラリと輝く
人財やさまざまな活動を紹介します。

★ 大阪府児童・生徒防火図画審査結果
　本市防火図画コンクールにおいて入賞された作品を令和元年度大阪府児童・生徒防火図画に応募したところ（応募総数 1
万 4,894 作品）、網干楓子さん（戎小学校 1 年）が大阪府消防協会会長賞に、山田麻由さん（楠小学校 1 年）が大阪府消
防協会会長賞に、田中羽音さん（東陽中学校 2 年）が大阪府幼年・少年・婦人等防火委員会会長賞に入賞されました。

★ 図書館へ「環境図書」を寄贈
　自然エネルギー市民の会が運営している市民共同発電所は、市民からの出
資を元に太陽光発電システムを設置し、その売電収入を出資者に配当する仕
組みの発電所です。
　今回、地域内で再生可能エネルギーの活用を推進する取り組みの中で、そ
の売電収入から得た売上を市に還元するため、図書館へ環境教育の一環とし
た、環境図書が寄贈され、12 月 17 日に図書館で贈呈式が行われました。

　本市防火図画コンクールにおいて入賞された作品を令和元年度大阪府児童・生
徒防火図画に応募したところ、下記のとおり入賞・入選されました。

（応募総数 14,894 作品）
記
大阪府消防協会会長賞　【入賞】　戎小学校（1 年）網干楓子さん
大阪府消防協会会長賞　【入選】　楠小学校（1 年）山田麻由さん
大阪府幼年・少年・婦人等防火委員会会長賞　【入選】　東陽中学校（2 年）田中
羽音さん
　

大阪府消防協会会長賞
戎小学校 1 年　網干楓子さんの作品

大阪府消防協会会長賞
楠小学校 1 年　山田麻由さんの作品

大阪府幼年・少年・婦人等防火委員会
会長賞　　

東陽中学校 2 年　田中羽音さんの作品

泉大津在住のかわいい子どもの
スナップです。

このコーナーでは、小学校入学前のお子さんの写
真を募集しています。お子さんの写真と住所・名
前 ( ふりがな )・生年月日・電話番号・保護者の
ひとことを添え、郵送（〒595̶8686）または
Ｅメ ー ル（kouhou@city.izumiotsu.osaka.jp）
で秘書広報課まで。

募
集NEW FACE!!

元気でーす！

おおつっこ

元気いっぱいの、我が家のアイ
ドルです。毎日家族を笑顔にし
てくれて、ありがとう☆

（二田町）

保護者の
ひとこと

保護者の
ひとこと

平
成
29
年
9
月
生

う
え
だ 

か
な
と

上
田 

翔
湊
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
12
月
生

よ
し
む
ら 

み
お

吉
村 

美
緒
ち
ゃ
ん

食べることが大好きな翔湊。最近おい
しー！って言えるようになりました！い
つもみんなを笑顔にしてくれてありがと
う！元気に大きくなってね！（森町）

おばあちゃん手作りの甚平を着
て、初めての夏まつりへ行って
きました♪ちょっとびっくりし
たみたい。　　　　　  （助松町）

保護者の
ひとこと

平
成
30
年
11
月
生

や
ま
し
た 

ゆ
ず
き

山
下 

柚
葵
ち
ゃ
ん


